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羽田連絡道路の事業進捗について
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１ 事業目的

国が主催する「羽田空港周辺・京浜臨海部連携強化推進委員会」では、我が国の国際競争
力の強化に向けて、国家戦略特別区域の目標を達成するプロジェクトの一環として、羽田空
港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化し、成長戦略拠点の形成を図るため、必要な都市・
交通インフラ整備等に取り組むこととしています。
このため、川崎市、東京都及び国土交通省航空局が事業の施行者となり、「羽田空港跡地

地区と川崎市殿町地区を結ぶ令和２年を目指した成長戦略拠点の形成を支えるインフラ」と
して、都市計画道路環状第８号線と都市計画道路国道４０９号線を結び、多摩川を橋梁で渡
河する延長約８４０ｍ、標準幅員１７．３ｍの道路を整備するものです。

２ 事業概要

○路 線 名：川崎側「川崎都市計画道路殿町羽田空港線」
東京側「東京都市計画道路補助線街路第３３３号線」

○道路延長：約８４０ｍ
○幅 員：１７．３ｍ～２１．３ｍ
○事業主体：川崎市、東京都［施行主体：川崎市］
○計画事業費：約３００億円 （うち市負担額 約６８億円）
○経 緯：平成２８年１１月１４日 自主的環境影響評価審査書 公告

平成２８年１２月 ５日 都市計画変更 告示
平成２９年 １月２４日 都市計画事業 認可取得

６月２３日 工事契約 締結［設計施工一括発注方式］

３ 位置図
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羽田連絡道路の事業進捗について
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４ 工事の概要

施工者：国土交通省
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(1)概 要
○工事名：都市計画道路殿町羽田空港線ほか道路築造工事
○受注者：五洋・日立造船・不動テトラ・横河・本間・高田共同企業体
○工 期：平成２９年６月２３日～令和３年３月３１日

羽田空港跡地地区
第１ゾーン

羽田空港跡地地区
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キングスカイフロント
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羽田連絡道路の事業進捗について

５ 工事の進捗について

項目
平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成３１年度
令和 元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

当初

変更 準備・浚渫工

（５）工事工程

［主な遅延要因］
〇想定以上の河口部の土砂堆積

⇒関係する工種: (２)A 準備工・浚渫工

〇台風襲来等による作業中断
⇒関係する工種: (２)A  準備工・浚渫工,    (２)B  河川内橋脚工

〇地盤の影響による橋脚基礎打設の施工効率の低下
⇒関係する工種: (２)B  河川内橋脚工

（２）これまでの工事の経緯（下部工）

準備・
浚渫工

下部工

下部工

上部工

上部工

１２月

東京側 川崎側

A1P1P2P3P4P5

①
台船架設
（３分割）

②
台船架設
（２分割）

③
張出架設

②
張出架設

③
送出架設

④
クレーン
架設

（４）今後の工事の流れ

準備工・浚渫工
［H29年7月～H30年4月］

河川内橋脚工
［H30年1月～R元年8月］

鋼橋製作工
［H30年1月～］

鋼橋地組工
［H31年1月～］

鋼橋架設工
［R元年6月～］

P4橋脚上部架設状況鋼橋地組状況
（千葉県富津市）

鋼橋製作状況
（広島県尾道市）

橋脚完成状況

基礎工完成状況

［工程短縮の取組］

○作業船の増加

○高性能な建設機械の活用

○早出、夜間作業の実施

バックホウ浚渫船

（１）現在の工事進捗
側 面 図

平 面 図

（３）これまでの工事の経緯（上部工）

生態系保持空間

国道４０９号線

国
道
４
０
９
号
線

A B A B C

多

摩

川

約80m 約80m約80m

3
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６ 工事の変更契約について

（１）経緯

（２）今回変更契約における増額予定

（３）補正予算（案）予定

○予算額（令和元年度）（案）

①現契約額 １，７０８百万円

②国庫認承増等に伴う令和２年度からの前倒し額 ＋１，３５２百万円

合 計（①＋②） ３，０６０百万円

○債務負担行為の追加（令和２年度）（案）

①現契約額 ３，９４４百万円

②国庫認承増等に伴う令和元年度への前倒し額  １，３５２百万円

③工事進捗に伴う工事費の増額 ＋２，９７２百万円

合 計（①＋②＋③） ５，５６４百万円

項 目 日付
上段：増減額［税込］
下段：契約額［税込］

変更理由

当初
契約

平成29年6月23日
２１，７１８，８００，０００円

第1回
変更契約

平成30年3月27日
＋５３４，１１４，０００円

２２，２５２，９１４，０００円

・設計労務単価に係る特例措置によるもの
・河川内の地形測量の結果により、浚渫工の
数量が増加したこと等によるもの

第2回
変更契約

平成31年3月25日
±０円

２２，２５２，９１４，０００円
・工事内容の精査に伴う内容変更

今回
変更契約
（予定）

ー
＋約２，９７２，０００，０００円

２５，２２４，９１４，０００円

・構造検討や詳細設計の深度化に伴うもの
・関係機関協議等の結果に伴うもの
・工事実績に伴うもの

項 目 概 要

ア：構造検討や詳細設計の
深度化に伴う工事費の増額

［約１，２５５百万円］

○鋼上部工継手仕様の見直し（約７７８百万円）
・防食等に関わる維持管理性や、構造等に関わる安全性等の向上のため、
継手仕様を見直したもの。

○橋面工や橋梁付属物などの仕様変更（約４７７百万円）
・多摩川の環境への配慮や、交通安全性等の向上のため、橋面工や橋梁付属物などの
仕様を見直したもの

ア 構造検討や詳細設計の深度化等に伴う工事費の増額約 １，２５５百万円

イ 関係機関協議等の結果に伴う工事費の増額 約 ７６１百万円

ウ 工事実績に伴う工事費の増額 約 ９５６百万円

予定金額計（ア＋イ＋ウ） 約 ２，９７２百万円(うち市負担額 約 ８５６百万円)

※工事費合計 約２５，２２５百万円(うち市負担額 約５，６７０百万円)

（４）今後の予定

○歳入歳出予算の補正及び債務負担行為の追加（令和元年 第４回定例会 議案提出予定）

○工事請負契約の変更（令和元年 第５回定例会 議案提出予定）

溶接継手イメージボルト継手イメージ

項 目 概 要

イ：関係機関協議等の結
果に伴う工事費の増額

［約７６１百万円］

○環状第８号線や国道４０９号線接続部における追加施工等（約４１２百万円）
・国や交通管理者等の関係機関協議に伴う追加施工や仕様変更など
○階段工における工法変更等（約３４９百万円）
・国や大田区等の関係機関協議に伴う基礎工の工法変更等

ウ：工事実績に伴う工事
費の増額

［約９５６百万円］

○維持浚渫土量の増加に伴う工事費の増額（約６２０百万円）
・気象や河川環境の影響に伴う工事実施のための維持浚渫の増工見込みが生じたもの
○施工に伴う安全対策費等の増に伴う工事費の増額（約１３０百万円）
○賃金又は物価変動に伴う工事費の増額（約２０６百万円）

環状第８号線交差点部整備イメージ 階段工イメージ

溶射ボルト（イメージ）

夜間イメージ
※上記イメージは、今後の検討により変わる可能性があります。

市施工

階段工施工箇所

橋脚位置

１，７０８百万円

１，３５２百万円

令和元年度

３，０６０百万円

令和２年度

５，５６４百万円

①現契約額

②国庫認承増等に伴うもの

③工事進捗に伴う工事費の増額

凡 例

４か年計

２５，２２５百万円

※各増額金額については、変更契約にあたり、今後、精査するもの

イメージ
＋２，９７２百万円

３，９４４百万円

ー１，３５２百万円
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